
1 
 

平成 30年度 第 2回 福岡市総合図書館運営審議会 議事録 
 
１ 日 時：平成 31年 1月 22日（火）15：00～17：10 
 
２ 場 所：福岡市総合図書館 ３階 第２会議室 
 
３ 出席者：委 員）高橋昇，萩尾憲子，阿久根健一郎，渡邊由紀子，国広奈穂子，  

上村篤子，香川純子，脇川郁也，青沼美撫子，桐研次郎 
（計 10名） 

      職 員）飯田館長，中川事業管理部長，若山運営課長，宮川図書サービス課長， 
三浦文学・文書課長，八尋映像資料課長 他 

 
４ 議事録 

１．開 会  
会議の非公開決定 

＊運営審議会は通常公開審議だが、「福岡市総合図書館新ビジョン事業計画の策定」について

は、教育委員会内部など、調整中の案件であり、事業計画の内容について，教育委員会会議にお

いても非公開とされる予定であり、本運営審議会は非公開とする。 

 
館長挨拶 

２．議 事 
  福岡市総合図書館新ビジョン後期計画策定 

福岡市総合図書館新ビジョン事業計画及び成果指標（2019年度～2023 年度） 
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＜後期計画の概要＞について説明 

図書館の利用について，成果指標の 2023 年度を下方修正するのは，新聞記事で貸出

冊数が政令指定都市中福岡市が最下位だったことを踏まえてのことか。 

調査したところ人口千人あたりの貸出冊数，利用者数は多くない。 

図書館利用者の減少について，個人貸出冊数は４年前に比べて 21万冊減っている。

貸出利用者数も同様に減少している。福岡県全体においても同様の傾向であり個人

貸出冊数については，24,448 千冊から 23,705 千冊に 74 万冊減少している。その現

状を踏まえて今後，利用を増やす努力をしていくが 2017 年度実績値からの減少値は

設定できない。しかし 2013 年度に設定した当初の目標値は，達成する見込みはない

と判断し下方修正している。 

団体貸出制度の拡充について，団体貸出サービスを実施している高齢者施設等はど

のような施設か。 

平成 29 年度の登録施設は，病院は４施設，高齢者施設はデイサービスセンターや有

料老人ホームなど，20施設である。 

目標数値の新規登録者数について，市外からの転入者に，登録の案内はしているの 

か。 

図書館のみの案内はしていないが福岡市の施設案内の冊子を配布している。 

新規に市民になった人に登録してもらえれば良いのではないか。 

検討させていただく。 

団体貸出制度や転入者に図書館を利用してもらうのも広報活動が大事である。 

 

＜誰もが楽しめる魅力ある図書館＞について説明 
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都心部など交通の便の良い地域に貸出・返却拠点を新設検討，図書館分館ごとの市民

ニーズ等を考慮しながら，休館日・開館時間の見直し検討が必要とあるが，市政アン

ケートで「本の貸出・拠点が自宅や勤務地などの近くにあると今以上に図書館を利用

する」との回答が 36.8％もあるのに，この点に言及されていない。目標値を掲げて

もこのアンケート結果を反映させないのはいかがか。 

後期の事業計画で交通の便の良い公共施設等に新たな図書館の貸出・返却拠点の設

置を検討するに含んでいる。現在，福岡市の図書館は 11館しかなく都心部から離れ

ているところの図書館は少ないのでそこに設置するのも案だが，交通の便の良い多

くの人が集まる箇所への設置も必要ではないか。開館時間について，東図書館は交通

の便が良く 9時から 20時まで開館している。交通の便の悪いところは行きずらい。

一律に遅くまで開館する必要があるか分館ごとに市民ニーズや立地条件を考慮し検

討していく。 

開館時間を延長するより，費用対効果を考え身近なところに貸出・返却拠点を設ける

選択をしたほうが現実的ではないか。コンビニエンスストアや公民館を利用し，図書

館に遠くニーズが見込める箇所を選んで何らかの方策がとれないか。 

貸出拠点については，本市では都心部近辺に分館がなく，天神や博多駅地区に勤務す

る人は利用しづらいと思われるため，そのニーズに答えるのが喫緊の課題だと考え

ている。委員指摘のコンビニエンスストアの活用については，既に福岡市でも証明書

発行など行政サービスを委託している分野もあるが，店員の手を通さない機械によ

るものである。コンビニエンスストアの活用については，手数料や物流などの費用も

さることながら，予約本を置くスペースや個人情報の問題があり，超えなければいけ

ないハードルは大きい。公民館についても過去検討した経緯はあるが，やはり人的な

課題がある。まずは優先順位の高い課題として都心部，交通の便の良い地域への貸

出・返却拠点の設置を掲げている。 

それではアンケートの結果が課題に入っていない。表現の問題であり誤解を生む。 

アンケートの結果を受けて，勤務先に近い身近な地域を想定して取り組むこととし

たいが，表現は考えていく。 

団体貸出について，以前，文庫活動を始める際に団体貸出サービスを紹介されたが，

本棚の管理や自分で選本に行く必要があるのが負担で利用には至らなかった。現在

は自分で選本かセット本かの選択も可能と聞いたがどうなっているのか。 

文庫活動の場合，おおむね４ケ月に一度の周期で選本に来ていただいている。セット

本は留守家庭子ども会に対しての支援である。 

利用者に負担がないような運営に取り組んでもらいたい。 

拠点については，返却拠点だけでなく貸出拠点も併せて作っていただきたい。 

 

＜さまざまな情報を求める市民に応える公民館＞について説明 

行政支援に触れられていないが，前期計画策定時のイメージであった議会図書室と

単なる連携だけでなく議会における政策立案や行政の活動支援までは至っていな

い。また，課題解決型支援の充実について，2018年度で６件，2023年度で 12件では
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少ないので頑張ってほしい。図書館において起業支援を幅広く行い，福岡市の職員や

経済界にも役に立つようになってほしい。図書館職員がすべてやるのではなくでき

る専門家を紹介し利用者とマッチングさせる。大阪府立図書館が行っていることを

活発にやってほしい。 

議会図書室については，市議会議員の利用はあるが市職員の利用増はなかなか難し

い面がある。課題解決型支援については，講演会等の件数として掲げているが，特に

医療支援に力を入れている。平成 27年度から九州がんセンターとの連携で講演会を

開催するとともに，例えばすい臓がんをテーマの講演では関連する図書のリストを

配布するなどの取り組みを行っており，軌道に乗ってきたので分館にも動きが広が

ってきたところである。また，市の関連施策の取り組みとして，パンフレットを集め

て展示しており，今年度は，市全体で進めている一人一花運動にちなんで花をテーマ

に展示を行い，併せて緑のまちづくりに関する市政資料を配布したところ，大きな反

響があり，手ごたえを感じている。今後とも市当局と協力しながら施策に関連した展

示を行っていきたい。 

レファレンスサービスの充実について，前半部分はレファレンスサービスの受付手

段を記述しているが，後半部分のホームページの複写サービス活用との関係が分か

りづらい。積極的に発信するサービスであるパスファインダーと，受け身のサービス

との２本立てでレファレンスサービスを充実させるということか。 

ホームページの複写サービスについては，前期計画で挙げていた，市や国のインター

ネット情報を収集し複写の形に整理して渡すサービスの開始に関する記述である。

既に完了しているので，項目としては落とし，事業としては継続していくという意味

だが，分かりづらいので表現を考えたい。パスファインダーについては，現在も作成

しているレファレンスガイドがホームページに公開できる形になっておらず，「レフ

ァレンスだより」のみホームページで紹介しているため，今後，整理して公開したい。 

資料収集について，日本全体で公共図書館の所蔵冊数が３億冊を超えており人口一

人あたり約３冊でユネスコの目標数値を日本全体では達成しているが，福岡市では

150万人の人口に対し 450万冊しかない。資料収集予算は増えたがまだ足りていない

ので財政当局に働きかけてほしい。 

 

＜子どもと本をつないで豊かな心を育む図書館＞ 

＜総合図書館の特色を生かした図書館＞ 

小・中校生を対象とした図書館見学は，何年生を対象としたシステムをとっているの

か。 

公共図書館の見学としての単元があるわけではないが，各学校で企画している。 

図書館を身近なものとして考えてくれるのが早道だが，まず利用しやすい図書館で

あってほしい。これまでの審議会でも何度か意見が出た，公民館を貸出・返却拠点に

する案はなかなか難しい。団体貸出先への支援をより身近なものにすれば利用者も

増えるのではないか。 

図書館見学のほかに，調べもの学習について学校図書館支援センターの職員が対応



4 
 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

する「図書館学習」も行っている。しかしながら，遠方の学校がバスを仕立てて授業

で図書館まで来るのはなかなか難しいと思われる。また，団体貸出については，昨年

度は物流のキャパシティが上限に達していたため，積極的に広報できない状況であ

ったが，現時点で各団体の活動内容を詳細には把握できていないので，まずは，ニー

ズの調査から取り組んでいく。 

子どもへの読書普及について，中高生向けのイベントとは具体的にどのようものか。 

また，中学校に対して学校図書館活用の啓発をどのように推進するのか。 

ヤングアダルト層へのイベントの取り組みは始まったばかりだが，今年度は読書相

談員のグループが中心となって「ＴＲＰＧ」のイベントを２回行い，併せて行ったブ

ックトークも盛況であった。また，12 月には毎年東京で決勝大会が行われる全国高

校ビブリオバトルの第一回福岡県大会を開催し，県内から 15校の参加があった。ま

た，資料収集経費の増加分でヤングアダルト向けの図書を購入し，新着コーナーを設

置したところ盛んに貸出されている。今後は，学習室に行く中高生を図書コーナーへ

呼び込んでいきたい。中学校の学校図書館については，教育センターで行われた図書

館授業研究会の場で支援図書の紹介を行ったり学校図書館担当連絡会で取り組みの

紹介を行った。 

地域の読み聞かせボランティア等の育成講座の推進について，現在の講座のままな

のか新たな取り組みを行うのか。 

ボランティア講座の修了者を地域の読書活動につないでいくための方策を検討して

いる。また，本の修理講座を地域で実施した事例もあり，地域ニーズがあればそうい

った方面での支援も充実していく。 

おはなしの会は重要な役割を果たしているので，きちんと評価してほしい。小さなう

ちから本に親しむことが来館者の増加につながるのではないか。 

図書館でのおはなし会は，ボランティアが行っているのか。過去の実施状況について

分析しフイードバックしているのか。 

おはなし会は，週に２回行っており土曜日はこども図書館の職員，日曜日はおはなし

の会が実施している。参加者数については，天候等に左右されるのか，開催回により

バラツキがある。今年度は毎月最終土曜日をとくべつおはなし会として，各回工夫を

凝らして行っている。 

文学館についてインターネットによる福岡ゆかりの文学情報提供システムを構築と

あるが来年度検討して 2020年度から構築に入るということかまた，具体的な内容を

知りたい。 

文学情報については，来年度，システムを構築し情報提供まで行っていく。また，古

文書や郷土資料など文書資料については，文学情報提供システムを拡張して併せて

情報提供できるかを来年度検討し，再来年以降の情報提供を計画している。文学の情

報提供は，福岡ゆかりの作家や作品の紹介，作家のゆかりの場所や作品の中に描かれ

た場所などを画像や地図を用いながら情報提供したい。 

図書館で所蔵する映画ポスター等の資料を活用した企画展示の実施について，天神

や地行浜の商業施設のオープンスペースで展示したらどうか。 
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図書館１階のショーケースでシネラで上映している映画にあわせて展示を行い，シ

ネラの観客増を目的とするのが現在の展示計画。今後は幅広い企画を検討している。 

 

＜効率的で効果的な図書館運営＞ 

ＳＮＳを活用した情報発信について，ホームページの閲覧者が減少しているのは何

故か。Facebookを見ているが情報が少なく図書館に行く気になれない。 

ホームページの改修はしたが閲覧数が減少しているのはまだ見にくい部分があるの

ではないか。 

Facebookの更新はできておらず情報が古いので今後，やり方を検討していく。 

委員からの意見は，再度検討し会長に報告する。今後，後期事業計画は，教育委員会

会議，市議会に報告し最終案を３月予定の運営審議会で報告する。 

 

 

  ３．閉 会 

   事業管理部長挨拶／事務連絡 


